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学 会 抄 録
第9回日本泌尿器科学会中部連合会
昭和33年11月3日 於 京 都 府 立 医 大
(特別講演)
泌尿器科領域における腎機龍の検討
京都府大助教授 小 沼 完 五
研究 の §的 と内容:従 来 一 般 に臨床 酌 に 実 施 され て
い る検 査方 法 よ り一 層精 密 に 腎機 能 を分 節 的 に あ ら
わ し得 て,而 も臨 床 的 に比較 的簡 単 に実 施 し 得 ら れ
る腎機 能 検 査方 法 を考 案 し,泌 尿 器疾 患 々 老 の 糸 球
体 の 湊過 及び 羅繧 響{警水 分 再吸 収 に閑 す る 腎 機 能 を
CreatinineClearanceとOsmoralClearanceと
か ら検 討 した.
糸球 体勝 過 値 と年 令:醗 ～㈹ 才,健 康 男 子認 嶺 の内
因性CCR(y軸)と 年 令(x軸)と の問 に は 燧め て
良好な 負 の 相闘(γ=・-ij.688)が成 立 し,y==123.0
-0.512xなる懸蟻 甕 繊 炉 得 ら,}tた、




滲 透 蓬 利 振:滲 透蓬 活 性物 質 を 投与 す ると実 験 的に
COR/Cosmを10以下 に低 下せ しめ る こ とが 出来 るが
塊 分再 吸収 能 の低 下 に基 くCCRICosmの減 少は 獄 細
管 の障 碍 を 意味 す る.
ADSTest::水 の 出納 を0と してお い て 一・定 量 の
ADSを 投 与し,そ の叢後 に お け るosmufp比 、
CRU/p比 の 最 高,叢 抵 の値 の差 を 以 て滲透 圧 活 性 物
質 に 伴わ な い水 分 又 ほ 全水 分 の 再暇載 能 を トす る方法




以 上 の 如 き健 康 者 の 値 を講 準 として 泌尿 器疾 患 々者
の腎機 徽 癒 比較 した.
腎結 核:腎 結 核 患 者 の瀕 愚 値 及び 水分 再 吸収 能 は 一
般 に 低 下 し,海 劔 結 核 腎,水 腎様 残 腎 獲び 姉 妹腎 に水
腎 様 病変 を痒 い 鰯警慈 該 を有 す る患 潔江 講 鹿 の機 能障
碍 が あ り,更 常 輔嫁 腎 を有 す る偏側 結該 賢 患 者 の中 に

























司会 京大教授 稲田 務
前立腺腫瘍の問題
大阪医大教擾 石 神 裏 次
1)過 去3力 年 に 経 験 した 前立腺 肥 大 症 ,同 癌9例
の経 過 鎗 びに 全 身症 釈 に就 て述 べ た .
2)16才の 男子1こ著 弱 な 前立線 鍾宍 を講 あ ,摘 患標
本 が前 ・γ贈 左癒 の緯 織 に極 似 す る1鯛 を報 告 した .















































そ の抑 制 はHonvan>Hexuronで,



















有効9例,無 効1例,死 亡1例 で,癌(根 治手術非適
応例)に 於いては著効1例であつた.











回 答 黒 田 恭 一(金 大)
前立腺癌の早期診断法としては直腸内触診,尿道膀
胱 レ線撮影,塗 抹細胞診を重視すべきで,時 には生検
法も役立つことがあるが,何れにしても現在の段階で
は綜合的診断によらざるを得ない





























回 答 黒 田 恭 一(金 大)
前立腺繕と前立腺肥大症及び炎症合併例との鑑別は
主として尿道膀胱撮影及細胞診による.


























質 問 大 久 保 達 也(阪 大)
石 川教 授 に ①Aerobicglycolysisの時Honvan
のinhibitが大 で あ る との事 だ が,之 はHonvan中
の溶 媒 の影 響 は 如何.
②Honvanはdiphosphateの形 な のでacidの
み な らずalkalinephospha慮seもか な り之 に よ り
利 用 され る と思 う.そ の影 響 がglycolysisの上 に 出
るの で はな い か?
回 答 石 川 昌 義(奈良医大)
考慮に入れていない.
質 問 小 坂 信 生(金 大)
組織培養 を して,女 性 ホルモソを 投与すると,
PlattenepithelMetaplasieは起らないか?






司 会 稲 田 務(京 大)
宮崎氏,伊藤氏へ:黒 田教授のTURの 話に関連し
て米国での経験から御意見はあ りませんか.

















































一 般 演 題
















後藤薫 ・大森孝郎 ・酒徳治三郎 ・片村永樹(京 大)
教室に於て撮影した血管撮影像及び摘出後腎動脈に


































トソ挿入の不手際等にて不充分となつた 少 数 例 を除
ぎ,拡張せる腎孟像の縮小,空洞の縮小,消 失乃至鈍
円,平滑化等がみられた.
4前 立腺結核のス トレプ トマイシン前立腺内注射













質 問 西 浦 綱 一(開業京都)
前立腺にS。M.注射の方法,1回 量,回数を問う.





追 加 志 田 圭 三(東 京医歯大)
前立腺結核に対し化学療法を施行した後どの様に病




















小 坂 信 生(金 大)











































7脊 髄膀胱に関す る臨床的研究 石原藤太郎 ・



























岡直友 ・菅野英男 ・算 鎮郎(名市大)































9泌 尿器 科 手術 に於 け る合 成止 血 剤Naphathi-
oninの使 用経 験 稲 田 務 ・仁 平 寛 巳 ・日野 豪 ・
友吉 忠 臣(京 大)
泌 尿器 科 手 術,特 に 腎摘 除 術,腎 切 石 術,膀 胱 部 分
切 除術 等 の35例に合 成 止 血 剤Sodiumα・naphthyla-
mine-4-sulfonate(Naohthionin,鳥居 薬 品)を 使 用
し,術 中拙 血量 及び 後 出血 の 軽 減,術 後 血腫 の防 止等
























断及び 治療方針確立に有用なものである ことを 示し
た.
11尿道狭窄の治療経験 馬場正次 ・前川正信 ・
野村貞一 ・児玉正道 ・白井茂樹 ・大江昭三 ・生駒文彦
・大久保達也 ・園田孝夫 ・江里口渉 ・下江庄司(阪大)
1957年以降現在迄1年10ケ月の間に,8～90才に及
ぶ男子尿道狭窄症28例を経験した.外傷性16例,淋疾
後7例,そ の他5例 である.1.Pで は20例正常,6
例に排出を見ない.
血液化学では正常値17例,異常値11例,窒素 血症

























成川康夫 ・富沢新太郎 ・饗庭 隆(大阪市大外科)
犬において,膀胱を略々その中央に於て血行を遮断
しないように縦断し,一側を尿管および尿道から遊離




























































に尿管下端拡張症の手術例 多田 茂 ・森 幸夫 ・
























金沢 稔 ・瀬川陽一 。前田行造 ・安井昌孝 ・西川恵

























・左右別 ・血圧 ・主訴 ・手術所要時間について統計的
観察を行い,更 に最近の10例に手術時腎試験切片を採
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取し,10例中9例 に病的変化(尿 ウツ滞6例,ネ フロ
















質 問 和 泉 俊 治(金 大)
腎炎並にネフローゼの所見を有する症例にっいての
術後の治療方針以何、
















































































































ブ リンに多い 血清SH価 の測定は腫瘍の診断,治療
効果及び予後の判定に大に意義があると考える.















藤 田 幸 雄(福井市藤田病院)
開業以来3年3ヵ 月間に来院せる25例の前立腺腫瘍
(前立腺肥大症101例,前立腺癌24例)の初診時主訴,









































28前 立腺悪性腫瘍の臨床 小田完五 ・前田 明



























30Prostatismに対 す る経 尿道 的 切除術
黒 田恭一 ・津 川 竜三 ・柳 瀬 功一 ・大 島 浩太 郎 ・
島 本 彰(金 大)
我 々 は昭 和32年4月 以 降,Electrosurgicalunit
(Birtcher)並び にResectoscope(武井)を 使 用,
経 尿 道 的竃 気切 除術 を 施 行 し たが,今 回 は 主 と し て
Medianbarに 対 す る治療 成 績 にっ い て報 告 した .
症例 ほ9例 で,排 尿 困 難 或 いは 尿 閉 を 主訴 とし,膀 胱







31膀 胱腫瘍に対する化学療法 大村順一 ・前田
尚久 ・大北健逸 ・田坂純雄 ・大森純郎(岡 大)
40に対する追加として口演,
322,3尿 路 感 染菌 の カ ナ マ イシ ン,シ グ ママ イ
シ ン 及び ロン ドマ イ シ ンに 対 す る感受 性 に 就て
山 本 弘 ・大 島 升 ・山科 昭 彦(大 阪 逓 信)
我 々は 今 回2,3尿 路 感 染菌 のKanamycin,Sig-
mamycin及びRondomycinに対 す る感 受性 実 験 を
行い 下 記 の成 績 を 得 た.
1):Kanamycin淋菌(11株)1.o～5.or/ml,Gr-




























追 加 河 崎 屋 三 郎(金 大)
尿路混合感染症に於いてTM+OM併 川例では著
抄 録
効7例,有 効3例,無 効1例 であ り,TC+OM併 用
例では薯効8例,有 効3例,無 効1例,尚 副作用は極
めて軽微であった.





崎屋三郎 ・小坂信生 ・秋山清秀(金 大)
主としてグラム陽性菌に対し強力な抗菌作用を有す








果 後 藤 武 ・菅野 英 男 ・佐 藤慎 平(名 市 大)
3.phenyllazo・2-6-diaminopyridineの塩 酸 塩 で あ
るUropyridine(エーザ イ)を ① 膀 胱 炎(主 とし て
女 子)25例 ②そ の他 の疾 患4例,③ 膀 胱鏡 及 び尿 管 カ
テ ーテ リス ム ス施 行 に対 し3例,④ ブ ジ ー 挿 入 に対
し,1例,⑤ 持 続導 尿4例 に 対 し て使 用 した.
① の 膀胱 炎25例中著 効11例(44%),有 効8例(32
%),梢 有 効3例(12%),不 詳3例(12%)で あつ
た.尚 効 果 判定 に っ い て は本 剤 は 鎮 痛 消 炎 剤 で あ り抗
菌作 用 に 対 し ては 始 め よ り期 待 で きず 従 っ て刺 戟 症状


















































































































































45症 例報 告:(1)腹膜 後 腔Neuroblastona,,〔2)陰
嚢 内転 移 をみ た淋 巴肉腫 症
高 安 久雄,佐 藤 昭 太 郎(新 大)
〔1)1才の 男 子.生 来腹 部 が膨 隆 して お り,医 師 に ょ
り腹 部腫 瘤 を 指摘 され て来 訪 した.腹 膜 後 腔 気体 注 入
法 及 び排 泄 性 尿路 レ線像 よ り左側 後 腹膜 腔 腫瘤 で あ る
こ とを知 り,腫 瘤 を 摘 除 した,10.5×8.0×6.5cm,35
0grの腫瘍 で,組 織 学 的 にSympathogoniomaより










森 秋 津(神 戸 医 大)
児 玉 正 道(阪 大)
患 者 は2オ 男 児,生 後1年 頃 よ り陰 茎漸 次 肥 大 し陰
毛 発生 す.体 格 は大 き くな り肥 満 し顔 面に 痙 瘡 様 皮疹
生ず,骨 年 令は12才前 後,血 清 電解 質 に異 常 な く,尿
中17KSの 著 明な 増 加 を認 む,Jailer'stestで著
明 な減 少 は 認め ず,Thorn'stest減少 率18%,排 泄
性 ピエ ログ ラ ム異常 な く,後 腹 膜 腔 気 体 撮影 で,右 腎
上 方 に鶏 卵 大,円 形,陰 影 を認 む,以 上 の臨 床 検 査成
績 よ り,右 副腎 腫 瘍 と診 断,副 腎 摘 除 術 を施 行,摘 出
副 腎は,直 径5cmの 球 形腫 瘍 で 重量36gr.組織 学 的
に は皮 腺腫 で あっ た.術 後 経過 良好 で,尿 中17KS
は著 明 に 減 少,Thorn'stestもやや 改 善 さ れ た.
AdrenogenitalSyndromeが,男児 に見 られ る例 は
少 く,又 術 前,腫 瘍 と診 断 し,副 腎摘 除 術 を躊 躇 す る
事 な く行 い 得 た 例 は本 邦 で も少い と思 わ れ 報 告 した.
47睾 丸 腫 瘍 の3例,附)そ の組 織 所 見 及び 剖 検例
細 田寿 郎 ・新 海 圭一 ・小 形和 太 郎 ・佐 々木 茂(日 生
病 院)・ 藤 本 和 昭(大 阪 医大 病 理)
第1例36才,右 畢 丸腫 張,右 除 睾 術,右 鼠 喫 腺 別
出,術 後1ヵ 月,臨 床 的 に右 鎖 骨 上窩 淋 巴腺 及 び 肺転
移 に て死 亡.第2例,36才,左 畢 丸 及 び左 鼠 蹉 腺 腫張
(驚卵 大),打 撲 の除 睾 術 及び 左 鼠 瞑 腺 廓 清術.5カ
月後 黄 疸,既 往 歴 あ り.高 度 の末 梢血 エ オヂ ノブイ リ
ー(40%) ,突 然 の 喀血 に て死 亡.剖 検,後 腹 膜 淋 巴
腺,副 腎,肺,気 管 支 に転 移 像 を 認め,腸 間 膜 に 出血
斑 をみ る.直 接 の 死 因は 出血 性 素 因 に よ る喀 血 と思 は
れ る.第3例24才.打 撲 の 既 往 歴 あ り,右 睾 丸 腫 張,
除 睾術.1年 後 健 在.



























































































54分 尿 に依 る簡 易 腎排 泄 機 能検 査 に つ いて
清 水圭 三 ・鳥居 肇 ・三 島 力 ・三 宅 弘治(名 大)
P.S.P.,Sulfamethylthiodiazo1は共 に約95%が細
尿 管 よ り 排 泄 され る,我 々は 泌尿 科 的 腎疾 患13例に
INH,P.S.P.の尿 中排 泄 を測定 し略 平行 す るの を知 っ
た.Sulfa剤中 最 も排 泄 の遅 いSulfamethoxypyri-
dazinと以上3者 を経 口投与 又 は静注 後 分 尿 濃 度 を
測 定 し比較 した.症 例 は40例で 四 者 間 に大 差 な く,腎
尿 管 結 石17例で は,15～85間に 分 散 し,落 石後2例 で
は上 昇 を 見 た.遊 走 腎6例 で は高 度 の 回旋 と尿 管 屈曲

















験方法は排尿後水600ccを摂取せしめ,更 に試 験 の
全期間4時間に亘って30分毎に採尿,そ の際その尿量
と等量の水を飲ませ人体の水分出納を零に保っ.最初
の排尿後2時 間目にア トニソ100mUを皮下注射し,
最大濃縮時の尿量,尿比重を測定して,ア トニン投与
前のそれ との差を以つて腎濃縮能を検討するものであ
る.本試験は(Volhard)試験と非常によい相関を有
する.従って本法は短時間で被検者に苦痛を与える事
なく,腎濃縮能検査として用いる事が出来る.
